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福生
病院

安心できる地域病院づくりすすめる

ためにも政治の転換を 日本共産党

羽村民報原稿　０８年７月３０日

＜大見出し＞
福生病院
政治を変え、安心できる地域病院づくりを

＜リード＞
　７月２３日、鈴木おさむ氏（衆院東京２５区予定候補）と谷川智行氏（衆院東
京比例区予定候補）は福生病院を訪れ、同病院の諸角（もろずみ）院長、大和事
務長らと医師不足や地域医療の問題について懇談しました。羽村市からは鈴木た
くや議員が同席しました。

＜現在建て替えまっさい中―１０月１日に第一期オープン＞
　福生病院は、羽村市・福生市・瑞穂町の３自治体がお金を出しあって経営して
いる病院です。羽村市内には総合病院がないため、地域の拠点病院として、市民
の健康を守る役割をになうことが求められています。
　現在、老朽化した建物を建て替え中で、８階だてのレンガづくり風の立派な建
物が建設されているのが、遠くからも良く見えます。今年１０月１日に第一期オ
ープン、２０１０年１月に全面オープンされる予定となっています。（第一期オ
ープンでは、ＩＣＵ〔特定集中治療室〕、人工透析が未開院）これまでの入院ベ
ッド２１１床が、３１６床に増え、最新の医療機器が導入されます。費用は約１
５７億円です。
　
＜深刻な医師不足－－努力をかたむけ確保すすむ＞
　建物の建設がすすむ中、課題は医師の確保です。３自治体が経営する形態へと
変わった２００１年ごろは十分な医師数が確保され、黒字経営が続いていました
。しかし、２００４年に「新臨床研修制度」が導入されたことをきっかけに、慶
応大学病院から通っていた医師の引き揚げがおこり、それ以来、慢性的な医師不
足が続いています。特に内科医は本来８名ほどが必要ですが、一時期は常勤１名
にまで減り、医師確保の努力を続けた結果、現在は常勤２名・非常勤１名にまで
回復しています。医師不足の影響で、入院患者数の制限や、人工透析・分娩の中
止などに追い込まれましたが、今年７月からは分娩の制限が解除されました。し
かし、産科医は月１０回の当直をしなければならないなど、大きな負担の中で診
察を続けており、ひきつづき医師確保にむけた努力が必要となっています。

＜先を見ない国の医療政策―「ほんとうにそうですね」と意見が一致＞
　谷川予定候補は「地域医療の困難さは、国の医療政策に責任があります。」と
指摘し、「『医師の数は足りている』と言って医師不足の解消に背をむけたり、
診療報酬をつぎつぎ切り下げ病院を経営難に陥らせるなど、先を見ない政策を変
える必要があります」と語りました。大和事務長は「ほんとうにそうですね。現
場の努力はめいっぱいです。国のレベルでもう少し考えるべき」と応えました。
　また、総務省が示した「公立病院ガイドライン」では、経営の効率化、再編・
ネットワーク化、経営形態の見直しなどを検討するよう指示されていることにつ
いて、「公立病院の存在理由を根本から否定されるようなもの」との意見で一致
しました。さらに、西多摩地域の人口１０万人あたりの従事医師数が１２３人と
、全都平均（２６４人）の半分以下であることなど医療格差についても意見交換
しました。鈴木おさむ予定候補は「毎年、社会保障費を２２００億円削減すると
いう政府の方針を変えるために頑張ります。国民の命を守るため、ともに力を合
わせていきましょう」とよびかけました。
＜囲み＞
深刻な医師不足を打開し、「医療崩壊」から地域をまもる提案
を日本共産党はおこなっています
１、妊産婦・乳幼児の命と健康をまもるために――産科・小児科確保の緊急対策
を
２、医師数抑制路線をあらため、医師を抜本的に増員する
３、勤務医が安心して働ける環境を整備し、医療の安全・安心を高める施策を
４、「構造改革」の名で医療を受ける権利を奪う政策を転換し、公的保険・公的
医療の拡充で、地域医療を立てなおす
５、不足地域・診療科への医師の派遣と確保――国が責任を果たし、都道府県の
取り組みを抜本的に支援する

詳しくはホームページで
http://www.jcp.or.jp/seisaku/2007/070207isi_usoku.html

＜囲み２＞
「小中一貫校　中間報告説明会」おこなわれます
羽村市小中一貫校検討委員会が示した中間報告について、説明会が開催されます
。
（対象は、武蔵野小・３中の「ＰＴＡ役員等」と「教員」となっていますが、希
望する同校学区域の保護者は参加できます。直接会場へお越しください。）
９月１７日（水）午後３～４時　３中・多目的ホール
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新病院の完成予定図

左から諸角院長、谷川比例区予定候補、鈴木お
さむ２５区予定候補（顔が見えている人のみ）
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